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１．研究計画の概要 
 本研究は、清代初期に活躍した代表的な中
国ムスリム知識人、劉智が著した『天方性理』
を、宋学・明学といった中国の学問伝統、イ
スラーム思想、同時期に中国で流通していた
イエズス会士の著作等を参照し、中国思想、
科学史、歴史学、イスラーム思想の専門家が
共同で読み解き、思想構造を把握したうえで、
最終的に訳・注解を作成することを主な目的
とする。そのために以下の諸点を研究計画に
含めた。 
(1)『天方性理』五巻のうち巻一、巻二、巻四
はすでに訳・注解を作成し、公表しているた
め、研究会において巻三と巻五の多角的読解
を行うことで、巻三、巻五の思想構造を当時
の学問状況と照らしあわせて炙り出してい
く。 
(2) (1)で行った作業をもとに訳・注解を作成
し、随時、当研究会が発行する『中国伊斯蘭
思想研究』で発表していく。 
(3) 随時、研究分担者は上記の訳・注解に資
するため各々の専門分野に照らして狭くは
劉智に関して、広くは中国イスラーム思想に
関して考察する。 
 
２．研究の進捗状況 
 2008 年度は研究会四回、研究合宿（二泊
三日）4 回を行い、通常の研究会で換算する
と 16 回に及ぶ。当該年度はミクロコスモス
たる人間の生成を対象とする巻三後半各図
説をそれぞれ検討するとともに巻三を総合
的に検討し、訳および注解の試作を行った。 
 2009 年度は研究会 5 回、研究合宿（二泊
三日）三回、訳注編集作業（一泊二日）を一
回行った。通常の研究会に換算すると 16 回
行ったことになる。当該年度はミクロコスモ

スたる人間と世界を超える地平を論じる巻
五を研究会にて精読し、その構造把握に努め、
訳・注解の試作を行った。それとともに『天
方性理』およびそれを取り巻く中国イスラー
ームに関して、研究代表者および研究分担者、
連携研究者が各自研究していたものを堀池
信夫編『中国のイスラーム思想と文化』（勉
誠出版）上で発表した。 
 2010 年度は研究会 9 回、研究会合宿 3 回
（うち一泊二日が 2 回、二泊三日が 1 回）、
訳注編集会議 1 回を行った。通常の研究会に
換算すると 17 回に及ぶことになる。当該年
度は若干積み残していた巻五の図説を前年
度に引き続き検討し、その後、成果公開に向
けて 2008 年度に試作した巻三の訳・注解の
手直しを行った。その結果、巻三はほぼ『中
国伊斯蘭思想研究』誌上で公開できる形に仕
上がった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
「２．研究の進捗状況」で述べたように、各
年度、相当数の研究会を行うことで、本研究
が対象としている劉智『天方性理』の巻三、
巻五の思想構造はほぼ把握され、順調に訳・
注解の試作および練り直しが行われている。
また「１．研究計画の概要」(3)の課題に関し
ては 2009 年度に『中国のイスラーム思想と
文化』上で研究代表者および研究協力者が研
究内容を公表し、各自の研究も順調に進んで
いることが示された。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度である 2011 年度には『中国伊斯蘭
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思想研究』を発行し、前年度までに仕上げた
巻三の訳・注解を公開するとともに、試作さ
れている巻五の訳・注解を成果として公表で
きるレベルにまで練り上げる。巻五に関する
成果公開は 2012 年度に『中国伊斯蘭思想研
究』 誌上で行う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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